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「福島第一原子力発電所特定原子力施設に係る実施計画」「福島第一原子力発電所特定原子力施設に係る実施計画」
の変更認可申請についての変更認可申請について

平成26年６月２７日

東京電力株式会社
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実施計画実施計画 変更認可申請の内容について変更認可申請の内容について

変更事由
３号機使用済燃料プールにある燃料の取り出しに向けて、3号機の「燃料の

落下，臨界防止」「放射線モニタリング」「構内用輸送容器」「燃料取扱
設備の構造強度及び耐震性」等に係る実施計画の変更認可申請を行う

変更箇所
Ⅱ 特定原子力施設の設計，設備

2.11 使用済燃料プールからの燃料取り出し設備

主な変更内容
3号機 燃料の落下防止対策，臨界防止について（新規追加）

3号機 燃料取扱設備の構造強度及び耐震性（新規追加）

3号機 構内用輸送容器の安全機能及び構造強度（新規追加）

3号機 放射線モニタリングについて（新規追加）

3号機 燃料取り出し用カバーの構造強度及び耐震性（カメラ調査結果の反映）
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33号機使用済燃料プールからの燃料取り出しの概要号機使用済燃料プールからの燃料取り出しの概要

③クレーン
②FHM

燃料

①燃料取り出し用カバー

使用済み燃料プール

④ｴﾘｱ放射線ﾓﾆﾀ

⑤構内用輸送容器

共用プール建屋

3号機 原子炉建屋

3号機使用済燃料プール内の燃料取り出しに向け，
①燃料取り出し用カバー，
燃料取扱設備（②FHM/③ｸﾚｰﾝ/④ｴﾘｱ放射線ﾓﾆﾀ），
⑤構内用輸送容器
を新規設置

燃料の健全性確認及び取り扱いについて
破損燃料用輸送容器
（安全機能及び構造強度）
構内用輸送容器
（輸送時の措置について）
がれき撤去等の手順について
（プール内小がれきの撤去）

燃料取扱設備
（燃料の落下防止，臨界防止機能について）
（FHM/クレーンの構造強度・耐震性）
（エリア放射線モニタについて）
構内用輸送容器
（安全機能及び構造強度）
燃料取り出し用カバー
（カバーの構造強度・耐震性）※カメラ調査結果の反映

燃料取り出し用カバー
（カバーの構造強度・耐震性）
（カバー換気設備の構造強度・耐震性）
（飛散拡散防止機能について）
燃料落下時の被ばく評価
がれき撤去等の手順について
（原子炉建屋上部のがれき撤去）
（プール内大物がれきの撤去）

今後申請予定今回申請実施計画 申請・認可済み

4

原子炉建屋

作業環境整備区画

燃料取り出し用カバー

断面図（南北方向） 断面図（東西方向）

平面図

構内用輸送容器搬出入口

燃料取り出し用
カバー基礎

燃料取り出し用
カバー基礎

燃料取扱設備
支持用架構

使用済燃料プール

原子炉建屋

①燃料取り出し用カバーの概要①燃料取り出し用カバーの概要

完成イメージ図 （北西側外観）

Ｎ

燃料取り出し用カバー燃料取扱設備

DSP

DSP ウェル SFP

SFP

SFP
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②燃料取扱機の設備概要②燃料取扱機の設備概要

燃料取扱機（FHM）

使用済燃料プール内燃料の取扱い時に使用する設備

1基数(基)

約8高さ

約6ブリッジ幅

約15走行レール間距離

主要寸法(m)

1（×1台）燃料把握機容量(t)

約74総重量(t)

値項目

燃料取扱機 主な仕様

シリンダ

（シリンダにより水圧を供給し，フックを開閉する）

ラッチ機構

（ラッチ機構によりフックを固定する）

フック

燃料把持機構 概要図

燃料把握機

補助ホイスト

テンシルトラストロリ

テンシルトラス

燃料取扱機 概要図
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③クレーンの設備概要③クレーンの設備概要

クレーン

燃料取り出し用カバー内で構内用輸送容器の移送を行う設備

約10高さ

5（×1台）補巻

1基数(基)

約7クレーン本体ガーダ距離

約15走行レール間距離

主要寸法(m)

50（×1台）主巻
容量(t)

約90総重量(t)

値項目

クレーン 主な仕様

50t 主巻フック

外れ止め

主巻フック部 概要図

クレーン 概要図

主巻

補巻
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凡例

架構ガーダーの範囲

メンテナンスエリアの範囲

キャスク輸送範囲

エリア放射線モニタ

Ｎ

ＳＦＰ
原子炉

ウェル

エリア放射線モニタ

燃料取扱エリアの放射線レベルを監視する設備

④３号機エリア放射線モニタの概要④３号機エリア放射線モニタの概要

エリア放射線モニタの配置

エリア放射線モニタの仕様

3号機燃料取り出し用カバー
燃料取り出し作業フロア

2個10-2～102mSv/h半導体検出器

取付箇所個数計測範囲検出器の種類
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（参考）燃料集合体の落下防止対策（参考）燃料集合体の落下防止対策

燃料取り扱いに使用する燃料取扱機及びクレーンは、以下に示す落下防止対策
により燃料集合体を安全かつ確実に取り扱う構造としている

(1) 巻上装置は電源断時に電動油圧押上機ブレーキで保持する構造

(2) 主巻フックは二重のワイヤロープで保持する構造

(3) フックは外れ止め装置を有する構造

クレーン

(1) ホイストは電源断時に電磁ブレーキで保持する構造

(2) 燃料把握機は水圧源喪失時にフックが開かない構造

(3) 燃料把握機の機械的インターロック

(4) 燃料把握機の過荷重時に上昇を阻止するインターロック

(5) 燃料把握機は二重のワイヤロープで保持する構造

燃料取扱機

落下防止対策機器名称

燃料集合体の落下防止対策
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⑤構内用輸送容器⑤構内用輸送容器

構内用輸送容器

使用済燃料プール内の燃料を収納して共用プールへ移送する容器

クレーン主巻容量(50t)で取扱可能な容器として新規に設計・製造

3基数（基）

7収納体数（体）

約1.4外径（ｍ）

約5.6全長（ｍ）

約46.3
重量（ｔ）

（燃料を含む）

値項目

構内用輸送容器 主な仕様

構内用輸送容器 概要図

バスケット

外筒

胴

中性子遮へい体（レジン）

トラニオン

トラニオン

一次蓋

二次蓋


